
６年１組  特別の教科 道徳 
 

 

１ 主題名 生命のつながり 内容項目：D 生命の尊さ 

 

２ 教材名・教材について 「その思いを受けついで」 

 本教材は、生きているときも最期のときでさえも、孫への愛情と思いを伝え続けた祖父と、大切な家族の

死を乗り越え、その思いを受け継いで力強く生きていこうとする「ぼく」の姿を描いた話である。大好きな

祖父の死を乗り越え、前向きに生きていこうとする「ぼく」の気持ちを考えさせることを通して、生命とは、

自分だけのものではなく、家族をはじめ多くの人々の深い愛情と思いによって支えられていて、前の世代か

ら受け継ぎ、次の世代へとつながっていく大切なものであることを考えさせたい。 

 

３ ねらい  

 私たちの生命は、さまざまな人とのつながりや支え合いの中で育まれ、子どもや孫へと受け継がれていく

かけがえのないものであるといことに気づき、自他の生命を尊重し、力強く生きていこうとする心情を育て

る。 

 

４ 本時の流れ 

 授 業 の 流 れ 

導
入 

１ 「命がつながっている」と感じるのはどのようなことか考える。 

  

展
開
前
段 

２ 教材「その思いを受けついで」を読んで、話し合う。 

（１） じいちゃんの命が「あと三か月」と聞いて、声を上げて泣いたときの「ぼく」の思い。 

（２） 放課後にみんなと遊ぶのをやめて毎日欠かさず病院に通う「ぼく」の思い。 

 （３）しわくちゃののし袋を見たときの「ぼく」の思い。 

展
開
後
段 

３ 自分の生活を振り返る。 

先祖から受けついできた生命を大切にするとはどのようなことか考える。 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

４ 教師の説話を聞く。 

 

 

 

 

◆見どころ◆ 

 導入やまとめで「生命のつながり」について考えることで、授業前と後で考えの変容を実感てきる

ようにします。また、座席や話し合いの形態を工夫することを通し、多様な考えに触れ、自分の考え

を深められるようにします。 

一生懸命勉強したり、目標をもってがんば

ることだと思う。 

幸せに生きることだと思う。 


